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特集
中国の自由貿易試験区

―現状と展望―
　

中
国
の
経
済
改
革
と
い
え
ば
、
ビ
ッ

グ
バ
ン
と
対
置
さ
れ
る
漸
進
主
義
や
特

別
区
で
の
経
験
を
全
国
に
広
め
て
い
く

「
実
験
室
」
方
式
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
中
国
の
対
外
開
放
は
、
競
争
、
規

模
の
利
益
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、

市
場
経
済
化
に
不
可
欠
な
諸
要
素
の
導

入
を
促
す
こ
と
か
ら
、
経
済
改
革
と
並

行
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
中
国

の
改
革
開
放
の
特
徴
が
集
約
さ
れ
た
存

在
が
、
経
済
特
区
に
代
表
さ
れ
る
特
別

区
で
あ
る
。
特
別
区
の
設
置
に
際
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
改
革

開
放
の
目
的
が
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
国
政
府
が
直

接
関
与
す
る
国
家
級
特
別
区
の
設
置
の

背
景
、
そ
の
目
的
の
変
遷
か
ら
、
改
革

開
放
の
動
き
を
振
り
返
り
、
近
年
新
た

に
設
置
さ
れ
た
自
由
貿
易
試
験
区
（
以

下
、
自
貿
区
）
の
役
割
を
再
考
し
て
み

た
い
。

●
対
外
開
放
地
区
の
設
置

  

経
済
特
区
の
設
置
は
、
中
国
が
改
革

開
放
に
転
じ
た
一
九
七
八
年
末
の
中
国

共
産
党
一
一
期
三
中
全
会
に
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
広
東
省
党
委
員
会
書
記
の

習
仲
勲
が
広
東
省
の
自
主
権
拡
大
を
中

央
に
要
求
す
る
と
、
国
務
院
は
広
東
省

宝
安
県
へ
の
「
輸
出
商
品
生
産
基
地
」

の
設
置
を
提
案
し
た
。
翌
一
九
七
九
年

四
月
の
中
央
工
作
会
議
で
は
、
鄧
小
平

が
「
輸
出
特
区
」
の
試
行
、
広
東
・
福

建
両
省
に
よ
る
「
特
殊
政
策
・
弾
力
措

置
」
の
実
施
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
同
年
七
月
に
広
東
・
福
建
両
省

の
「
特
殊
政
策
・
弾
力
措
置
」
の
実
施

が
決
定
さ
れ
、
四
つ
の
経
済
特
区
（
深

圳
、
珠
海
、
汕
頭
、
厦
門
）
の
設
置
は

そ
の
一
環
を
な
し
た
。
経
済
特
区
の
建

設
で
は
、
当
初
の
狙
い
と
は
異
な
り
、

国
内
資
本
が
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
経

済
特
区
は
技
術
、
知
識
、
管
理
、
対
外

政
策
の
「
窓
口
」
と
さ
れ
た
。

　

鄧
小
平
が
経
済
特
区
を
視
察
し
た

一
九
八
四
年
に
は
、
北
は
遼
寧
省
の
大

連
、
南
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
北

海
に
い
た
る
沿
海
一
四
都
市
の
対
外
開

放
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
条
件

の
整
っ
た
一
二
都
市
に
経
済
技
術
開
発

区
が
合
計
一
四
カ
所
設
置
さ
れ
た
。

一
九
八
八
年
に
は
、
長
江
三
角
州
、
珠

江
三
角
州
、
閩
南
（
厦
門
、
漳
州
、
泉

州
）
三
角
地
区
、
遼
東
半
島
、
山
東
半

島
、
渤
海
湾
、
広
西
沿
海
地
区
の
対
外

開
放
が
な
さ
れ
、
対
外
開
放
は
、
文
字

ど
お
り
、「
点
」
か
ら
「
線
」、
さ
ら
に

「
面
」
へ
と
広
が
り
を
み
せ
た
。

　

ま
た
一
九
八
八
年
に
は
、
海
南
島
が

経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
、
厦
門
特
区
と

厦
門
杏
林
・
海
滄
地
区
、
福
州
馬
尾
経

済
技
術
開
発
区
に
台
湾
投
資
区
が
設
け

ら
れ
た
。
対
外
開
放
の
最
前
線
に
位
置

す
る
特
別
区
に
は
、
経
済
改
革
の
「
実

験
」
と
同
時
に
、
外
資
導
入
と
輸
出
を

梃
子
と
す
る
経
済
成
長
が
期
待
さ
れ
た
。

大
橋 

英
夫

中
国
の
改
革
開
放
か
ら
み
た

自
由
貿
易
試
験
区

●
多
元
的
・
重
層
的
な
対
外
開
放

　

一
九
八
八
年
後
半
か
ら
の
強
力
な
引

き
締
め
政
策
（「
治
理
整
頓
」）、
官
僚

の
ブ
ロ
ー
カ
ー
行
為
（「
官
倒
」）
に
対

す
る
厳
し
い
批
判
、
改
革
開
放
の
担
い

手
で
あ
っ
た
胡
耀
邦
の
死
去
と
天
安
門

事
件
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
一
九
八
九

～
九
〇
年
初
に
か
け
て
、
中
国
の
改
革

開
放
は
一
時
的
な
後
退
を
み
た
。

　

改
革
開
放
を
再
加
速
さ
せ
た
の
が
、

一
九
九
二
年
の
鄧
小
平
の
南
方
視
察
で

あ
る
。
中
国
が「
社
会
主
義
市
場
経
済
」

の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
決
ま
る
と
、

経
済
改
革
の
「
実
験
」
は
特
別
区
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
な
社
会
各
部
門
・

分
野
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、対
外
開
放
で
は
、新
た
に
「
多

元
的
か
つ
重
層
的
な
対
外
開
放
」
が
展

開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
象
徴
す
る
措
置
が
、

⑴
「
Ｔ
」
字
戦
略
、
⑵
「
Ｕ
」
字
戦
略
、

⑶
内
陸
主
要
都
市
の
対
外
開
放
で
あ
る
。

　

⑴
「
Ｔ
」
字
戦
略
と
は
、
沿
海
地
区

に
長
江
流
域
を
加
え
た
対
外
開
放
を
意

味
す
る
。「
Ｔ
」
字
の
要
に
位
置
す
る

上
海
に
浦
東
新
区
が
設
け
ら
れ
、
長
江

流
域
の
安
徽
省
の
蕪
湖
か
ら
重
慶
ま
で

の
五
都
市
は
沿
江
開
放
都
市
と
さ
れ
た
。

　

⑵
「
Ｕ
」
字
戦
略
は
、
中
国
を
取
り

巻
く
陸
上
国
境
地
域
を
指
し
、
黒
竜
江

省
の
綏
芬
河
か
ら
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
の
伊
寧
を
経
て
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
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治
区
の
東
興
に
い
た
る
一
六
カ
所
に
辺

境
経
済
合
作
区
が
設
け
ら
れ
た
。

　

⑶
内
陸
主
要
都
市
で
は
、
黒
竜
江
省

の
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
貴
州
省
の
貴
陽
に
い

た
る
一
五
都
市
が
対
外
開
放
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
多
元
的
か
つ
重
層
的
な
対

外
開
放
」
の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
特
別
区
が
設
け
ら
れ
た
。

ⅰ 

一
九
八
四
年
に
設
置
さ
れ
た
経
済
技

術
開
発
区
が
、
遼
寧
省
の
営
口
か
ら

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ウ
ル
ム
チ

に
い
た
る
一
八
カ
所
に
新
た
に
設
け

ら
れ
た
。
ま
た
一
九
九
〇
年
に
上
海

浦
東
新
区
、
一
九
九
四
年
に
は
江
蘇

省
の
蘇
州
工
業
園
区
と
浙
江
省
の
寧

波
大
榭
開
発
区
に
対
し
、
経
済
技
術

開
発
区
政
策
の
実
施
が
認
め
ら
れ
た

（
現
在
、
国
家
級
経
済
技
術
開
発
区

は
全
国
二
一
九
カ
所
に
の
ぼ
る
。「
中

国
開
発
区
網
」
二
〇
一
六
年
三
月
一

日
ア
ク
セ
ス
）。

ⅱ 

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
重
点
を
置
い
た
科

学
技
術
部
所
管
の
高
新
技
術
開
発
区

が
、
北
京
か
ら
重
慶
に
い
た
る
二
八

カ
所
に
設
け
ら
れ
た
（
現
在
、

一
四
六
カ
所
。
同
上
）。

ⅲ 

輸
出
加
工
に
重
点
を
置
い
た
保
税
区

が
、
遼
寧
省
の
大
連
か
ら
海
南
省
の

海
口
に
い
た
る
一
五
カ
所
に
設
け
ら

れ
た
（
現
在
、
一
三
カ
所
、
同
上
）。

ⅳ 

非
製
造
業
部
門
の
対
外
開
放
と
し
て
、

大
連
金
石
灘
か
ら
海
南
省
の
三
亜
亜

龍
湾
に
い
た
る
一
一
カ
所
に
国
際
旅

遊
開
発
区
が
設
け
ら
れ
た
（
現
在
、

一
二
カ
所
、
同
上
）。

●
輸
出
志
向
工
業
化
の
展
開

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
対
外
開
放
が

経
済
改
革
を
促
進
す
る
こ
と
も
あ
り
、

外
資
導
入
と
輸
出
が
さ
ら
に
振
興
さ
れ

た
。
同
時
に
、
円
高
に
始
ま
る
世
界
的

な
産
業
調
整
を
受
け
て
、近
隣
工
業
国
・

地
域
の
輸
出
志
向
型
製
造
業
が
大
挙
し

て
対
中
投
資
に
乗
り
出
し
た
。
沿
海
地

区
で
展
開
さ
れ
た
加
工
貿
易
は
、
中
国

経
済
の
牽
引
車
と
な
り
、
中
国
は
「
世

界
の
工
場
」
へ
と
躍
進
し
た
。

　

特
別
区
の
設
置
と
し
て
は
、
こ
の
時

期
に
は
輸
出
・
加
工
貿
易
を
振
興
す
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
「
海
関
特
殊
監

督
管
理
区
域
」
が
設
け
ら
れ
た
。

ⅰ 

一
九
九
〇
年
に
、
前
述
し
た
保
税
区

が
上
海
外
高
橋
に
設
け
ら
れ
、
保
税

加
工
、
保
税
倉
庫
、
中
継
貿
易
、
商

品
展
示
な
ど
の
機
能
が
付
加
さ
れ
た
。

ⅱ 

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
後
の
輸
出
低
迷
を
受
け
て
、
輸
出

の
梃
入
れ
の
た
め
に
、
輸
出
加
工
区

が
吉
林
省
の
琿
春
か
ら
四
川
省
の
成

都
に
い
た
る
一
五
カ
所
に
設
け
ら
れ

た
。

ⅲ 

二
〇
〇
三
年
に
は
、
保
税
区
に
物
流

機
能
を
追
加
し
た
上
海
外
高
橋
保
税

物
流
園
区
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
五
年
に
は
、
海
上
・
航
空
輸

送
、
物
流
・
流
通
、
貿
易
・
金
融
機

能
を
統
合
し
た
上
海
国
際
航
運
セ
ン

タ
ー
建
設
の
た
め
に
、
洋
山
保
税
港

区
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
保
税

港
区
政
策
は
、
珠
海
・
マ
カ
オ
境
界

の
珠
澳
跨
境
工
業
区
（
珠
海
園
区
）、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
国
境
に
位
置
す

る
中
哈
国
際
辺
境
合
作
中
心
（
中
国

側
地
区
）
に
も
適
用
さ
れ
た
。

ⅳ 

二
〇
〇
六
年
末
に
は
、
蘇
州
工
業
園

区
に
対
し
て
保
税
港
区
政
策
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
総
合
保
税
区

が
各
地
に
設
け
ら
れ
た
。

●
輸
出
振
興
策
の
見
直
し

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
は
、
輸
出
・

投
資
主
導
型
成
長
か
ら
内
需
・
消
費
拡

大
型
成
長
へ
の
「
発
展
方
式
」
の
転
換

が
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
輸
出

振
興
に
と
も
な
う
経
常
黒
字
の
拡
大
は
、

海
外
主
要
市
場
に
お
い
て
深
刻
な
貿
易

摩
擦
を
引
き
起
こ
し
た
。
大
幅
な
経
常

収
支
の
黒
字
に
よ
り
、
貯
蓄
と
外
貨
の

「
二
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
は
解
消
さ
れ
た
。

し
か
し
貯
蓄
超
過
に
と
も
な
う
過
剰
流

動
性
は
、
中
国
の
経
済
運
営
を
き
わ
め

て
困
難
に
し
た
。

　

こ
う
し
て
中
国
で
は
、「
全
面
的
小

康
社
会
」
や
「
和
諧
社
会
」
が
志
向
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
両
高
一
資
」（
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
高
汚
染
・
資
源
消

費
型
）
産
業
が
抑
制
さ
れ
る
一
方
で
、

産
業
高
度
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導

型
成
長
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
外
資
に
対
し
て
は
、「
超
国
民
待

遇
」
の
見
直
し
も
始
ま
っ
た
。
二
〇

一
二
年
四
月
の
国
務
院
「
輸
入
強
化
・

対
外
貿
易
均
衡
発
展
の
促
進
に
関
す
る

指
導
意
見
」
は
、
輸
出
振
興
策
の
見
直

し
と
内
需
主
導
型
成
長
へ
の
転
換
点
と

な
っ
た
。

　

な
か
で
も
輸
出
加
工
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
密
輸
対
策
と

し
て
、
ま
た
そ
の
後
は
産
業
高
度
化
の

観
点
か
ら
、
加
工
貿
易
の
管
理
体
制
が

強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
加
工
貿
易
の
「
禁
止
」「
制
限
」

「
許
可
」
項
目
の
設
置
、
免
税
通
関
に

際
し
保
障
金
を
求
め
る
銀
行
保
証
金
台

帳
制
度
の
導
入
、
多
次
加
工
に
及
ぶ
製

品
の
「
転
廠
」
管
理
の
強
化
な
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
加
工
貿
易
を
輸
出
加
工
区

に
誘
導
す
る
方
針
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
一
九
九
〇
～
二
〇
一
二
年

に
設
け
ら
れ
た
六
種
類
・
一
二
四
カ
所

の
特
殊
区
域
は
、
一
一
〇
カ
所
の
海
関

特
殊
監
督
管
理
区
域
、
三
一
カ
所
の
総

合
保
税
区
、
一
四
カ
所
の
保
税
港
区
、

四
六
カ
所
の
輸
出
加
工
区
、
五
カ
所
の
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保
税
物
流
園
区
、
一
二
カ
所
の
保
税
区
、

二
カ
所
の
跨
境
工
業
区
に
再
調
整
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
特
別
区
は
、
二
六
の
一
級

行
政
区
（
チ
ベ
ッ
ト
、
青
海
、
甘
粛
、

寧
夏
、
山
西
、
貴
州
以
外
）
に
及
ん
で

い
る
。

　

ま
た
加
工
貿
易
に
関
連
す
る
地
域
と

産
業
の
組
み
合
わ
せ
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ

う
に
整
理
し
直
さ
れ
た
。

ⅰ 

沿
海
・
沿
江
の
保
税
港
区
で
は
、
港

湾
貨
物
の
集
散
、
物
流
部
門
の
付
加

価
値
、
内
陸
に
対
す
る
輻
射
作
用
を

重
視
す
る
国
際
航
運
セ
ン
タ
ー
を
形

成
す
る
。

ⅱ 

加
工
貿
易
集
積
地
の
総
合
保
税
区
は
、

加
工
組
立
産
業
チ
ェ
ー
ン
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
形
成
を
通
し
て
、
加
工
貿
易

の
転
換
・
高
度
化
を
目
指
す
。

ⅲ 

加
工
貿
易
集
積
地
の
輸
出
加
工
区
は
、

工
業
・
貿
易
企
業
の
管
理
と
規
範
化
、

国
家
・
省
級
開
発
区
の
外
向
型
発
展
・

高
度
化
を
通
し
て
、
中
西
部
地
区
に

産
業
チ
ェ
ー
ン
を
移
転
・
継
承
す
る
。

　

そ
し
て
、
加
工
貿
易
見
直
し
の
最
終

段
階
と
し
て
、
加
工
貿
易
に
従
事
し
て

き
た
企
業
の
法
人
化
が
推
奨
さ
れ
た
。

●
経
済
改
革
の
全
面
的
展
開

　

対
外
開
放
が
一
定
の
成
果
を
収
め
る

よ
う
に
な
る
と
、
特
別
区
の
役
割
と
し

て
、
経
済
改
革
の
「
実
験
」
に
焦
点
が

絞
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
五

～
〇
六
年
に
上
海
浦
東
・
天
津
濱
海
の

両
新
区
、
翌
二
〇
〇
七
年
に
は
深
圳
が

総
合
改
革
試
験
区
に
、
ま
た
重
慶
・
成

都
も
都
市
・
農
村
統
合
改
革
試
験
区
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

地
域
開
発
、
市
場
経
済
化
に
向
け
て
の

「
実
験
」
が
本
格
化
し
た
。
ま
た

二
〇
〇
七
年
に
は
、
湖
北
省
の
武
漢
、

湖
南
省
の
長
株
潭
（
長
沙
、
株
洲
、
湘

潭
）
が
資
源
節
約
・
環
境
友
好
型
建
設

の
総
合
改
革
試
験
区
と
さ
れ
た
。
そ
の

後
も
、遼
寧
省
の
瀋
陽
（
新
型
工
業
化
）、

山
西
省
（
資
源
型
経
済
転
換
）、
浙
江

省
の
義
烏
（
国
際
貿
易
）、
厦
門
（
両

岸
交
流
）、
黒
竜
江
省
（
現
代
農
業
）

が
総
合
改
革
試
験
区
に
指
定
さ
れ
た
。

　

全
面
的
改
革
試
点
と
は
異
な
る
が
、

二
〇
一
二
～
一
四
年
に
は
、
特
定
分
野

を
対
象
と
し
て
、
⑴
浙
江
省
の
温
州
、

珠
江
デ
ル
タ
、
福
建
省
の
泉
州
、
雲
南

省
と
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
、
山
東
省

の
青
島
が
金
融
総
合
改
革
試
験
区
、
⑵

東
興
、
雲
南
の
瑞
麗
、
内
蒙
古
自
治
区

の
満
洲
里
が
国
境
試
験
区
、
⑶
江
蘇
省

の
南
通
が
大
型
深
水
港
試
験
区
、
⑷
汕

頭
が
華
僑
試
験
区
と
さ
れ
た
。
そ
し
て

海
南
省
に
対
し
て
は
、
韓
国
の
済
州
島

や
日
本
の
沖
縄
の
離
島
振
興
策
と
同
様

に
、
免
税
優
遇
政
策
が
二
〇
一
一
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
～
一
〇
年
に
は
、
⑴
福
建

省
の
平
潭
、
⑵
広
東
省
の
横
琴
、
⑶
同

省
の
前
海
地
区
が
、
今
日
の
自
貿
区
に

繋
が
る
総
合
実
験
区
と
さ
れ
た
。

　

⑴
平
潭
地
区
で
は
、
福
建
沿
海
の
島

嶼
部
に
両
岸
合
作
の
関
税
特
殊
監
督
管

理
区
域
を
設
立
し
、
優
遇
政
策
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

⑵
横
琴
地
区
は
、「
一
国
両
制
」
と

広
東
・
香
港
・
マ
カ
オ
合
作
の
新
モ
デ

ル
地
区
で
あ
る
。
改
革
開
放
の
深
化
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
行
区
、
ま
た
珠

江
デ
ル
タ
西
岸
の
産
業
高
度
化
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

人
の
居
住
、
商
業
施
設
の
建
設
、
免
税

優
遇
範
囲
の
拡
大
（
研
究
開
発
、
物
流
、

サ
ー
ビ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
の

輸
入
設
備
）
が
認
め
ら
れ
た
。

　

⑶
前
海
地
区
で
は
、
六
大
分
野
（
金

融
業
、
現
代
物
流
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス

業
、
科
学
サ
ー
ビ
ス
業
、
専
門
サ
ー
ビ

ス
業
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
業
）、
一
一
二

項
目
の
産
業
目
録
が
作
成
さ
れ
、深
圳
・

香
港
合
作
先
導
区
、
体
制
メ
カ
ニ
ズ
ム

創
新
区
、
現
代
サ
ー
ビ
ス
業
集
積
区
、

構
造
調
整
先
端
区
が
設
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
経
済
改
革
と
と
も
に
中
国
が
重

視
す
る
環
境
保
護
に
関
し
て
は
、
前
述

の
資
源
節
約
・
環
境
友
好
型
総
合
改
革

試
験
区
に
加
え
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら

七
次
に
わ
た
り
環
境
保
護
部
が
国
家
生

態
示
範
区
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
数

は
全
国
五
二
八
カ
所
に
の
ぼ
る
（
環
境

保
護
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
六
年

三
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）。

　

こ
の
よ
う
な
各
種
「
実
験
」
を
経
て
、

二
〇
一
三
年
の
中
国
共
産
党
一
八
期
三

中
全
会
で
「
改
革
の
全
面
的
深
化
」
が

打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
上
海
自
貿
区
の
成
立

　

二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
成
思
危
全
国

人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長

が
、
青
島
保
税
区
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
、
保
税
区
を
自
由
貿
易
区

に
転
換
し
改
革
試
点
に
す
る
こ
と
を
提

起
し
た
。
こ
れ
が
中
国
に
お
け
る
自
貿

区
設
立
の
発
端
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
か
ら
は
、
上
海
、
深
圳
、
天

津
、
成
都
、
重
慶
な
ど
が
国
務
院
に
対

し
て
、
保
税
区
の
自
由
貿
易
区
へ
の
転

換
を
求
め
る
提
案
書
を
提
出
し
始
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
国
務
院
は
、
二
〇
〇
八

年
か
ら
国
家
発
展
改
革
委
員
会
、
国
務

院
発
展
研
究
中
心
に
よ
る
上
海
、
深
圳
、

天
津
な
ど
の
実
地
調
査
を
実
施
し
、
翌

二
〇
〇
九
年
四
月
に
「
上
海
市
の
現
代

サ
ー
ビ
ス
業
・
先
進
製
造
業
の
発
展
・

加
速
化
と
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

国
際
航
運
セ
ン
タ
ー
の
建
設
推
進
に
関

す
る
意
見
」（
四
つ
の
セ
ン
タ
ー
構
想
）

を
発
布
し
た
。
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こ
れ
以
後
、
上
海
市
が
自
貿
区
設
立

の
先
導
役
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年

一
〇
月
に
上
海
市
は
、「
二
〇
一
一
年

世
界
自
由
貿
易
区
大
会
」
で
保
税
区
を

自
貿
区
に
転
換
さ
せ
る
意
向
を
表
明
し

た
。
翌
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
上
海
市

人
民
代
表
大
会
が
「
上
海
市
国
際
貿
易

セ
ン
タ
ー
建
設
推
進
条
例
」
を
発
布
し
、

二
〇
一
三
年
一
月
に
上
海
市
人
民
代
表

大
会
・
政
治
協
商
会
議
で
自
由
貿
易
園

区
試
点
建
設
が
報
告
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
三
年
三
月
に
は
、
上
海
を
視

察
し
た
李
克
強
首
相
が
、
現
行
の
保
税

区
を
ベ
ー
ス
と
し
た
自
貿
区
設
置
を
奨

励
す
る
と
述
べ
、
同
年
六
月
に
「
中
国

（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
総
体
方
案

（
草
案
）」
が
国
務
院
に
提
出
さ
れ
た
。

同
「
方
案
」
は
八
月
に
承
認
さ
れ
、
九

月
末
に
上
海
市
の
自
貿
区「
管
理
弁
法
」

と
と
も
に
発
布
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
上
海
自
貿
区
は
成
立
し
、

翌
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
、
自
貿
区
の

「
改
革
開
放
深
化
方
案
」
が
発
布
さ
れ
、

同
時
に
上
海
自
貿
区
の
範
囲
拡
大
と
広

東
、
天
津
、
福
建
自
貿
区
の
設
置
が
決

定
さ
れ
た
。

●
中
国
自
貿
区
の
役
割

　

新
た
に
誕
生
し
た
自
貿
区
に
は
、
次

の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
前
記
の
自
貿
区
の
「
総
体

方
案
」
と
「
改
革
開
放
深
化
方
案
」
に

よ
る
と
、
自
貿
区
の
主
要
任
務
は
、
①

政
府
職
能
転
換
の
加
速
化
、
②
開
放
拡

大
に
適
応
し
た
投
資
管
理
制
度
の
刷

新
・
深
化
、
③
貿
易
監
督
管
理
制
度
刷

新
の
推
進
、
④
金
融
制
度
刷
新
の
推
進
、

⑤
法
制
・
政
策
保
障
の
強
化
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
自
貿
区
に
お
け
る
経
済
改

革
の
焦
点
は
、
制
度
面
で
は
法
制
、
行

政
管
理
、
金
融
制
度
で
あ
り
、
産
業
面

で
は
貿
易
、
物
流
、
金
融
と
な
る
。

　

自
貿
区
が
産
業
構
造
の
転
換
・
高
度

化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
〇

一
五
年
五
月
の
中
共
中
央
・
国
務
院
の

「
開
放
型
経
済
新
体
制
の
構
築
に
関
す

る
若
干
の
意
見
」
で
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
意
見
」
の
第
一
九
条

に
よ
る
と
、「
若
干
の
自
由
貿
易
試
験

園
区
を
建
設
す
る
。
上
海
自
由
貿
易
試

験
区
の
改
革
開
放
を
深
化
さ
せ
、
サ
ー

ビ
ス
業
と
先
進
製
造
業
の
対
外
開
放
を

拡
大
し
、
投
資
と
創
新
を
促
進
す
る
政

策
体
系
を
形
成
し
、
一
部
の
開
放
措
置

を
浦
東
新
区
に
適
用
し
、
改
革
試
点
の

経
験
を
総
括
し
、
全
国
に
複
写
・
普
及

さ
せ
る
」（「
新
華
網
」
二
〇
一
五
年
九

月
一
七
日
発
表
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
地
域
開
発
に
お
け
る
主
導

的
役
割
で
あ
る
。
自
貿
区
で
は
、
国
内

の
地
域
開
発
構
想
、
と
く
に
「
長
江
経

済
帯
」「
京
津
冀
」（
北
京
、
天
津
、
河

北
）「
粤
港
澳
」（
広
東
、
香
港
、
マ
カ

オ
）「
両
岸
」（
福
建
、
台
湾
）
な
ど
と

の
連
携
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
重
点

地
区
に
自
貿
区
の
経
験
を
「
複
写
・
普

及
」
さ
せ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

で
あ
る
。
今
日
の
中
国
の
対
外
戦
略
と

い
え
ば
、「
一
帯
一
路
」
構
想
で
あ
る
。

し
か
し
二
〇
一
五
年
三
月
に
発
布
さ
れ

た
綱
領
的
文
書
を
み
て
も
、
基
本
原
則

が
列
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
全

体
像
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た

だ
、「
一
帯
一
路
」
構
想
が
西
部
大
開

発
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
中
西
部
の
開
発
に
対
す

る
自
貿
区
の
輻
射
作
用
に
対
す
る
期
待

は
や
は
り
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

よ
り
興
味
深
い
動
き
は
、「
一
帯
一

路
」
構
想
に
も
み
ら
れ
る
国
外
に
お
け

る
中
国
の
特
別
区
・
境
外
経
済
貿
易
合

作
区
の
建
設
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
末

現
在
、
中
国
政
府
・
企
業
が
建
設
・
運

営
中
の
境
外
経
済
貿
易
合
作
区
は
合
計

三
四
カ
国
・
七
五
カ
所
に
の
ぼ
る
（
商

務
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
六
年
一

月
七
日
ア
ク
セ
ス
）。
特
別
区
を
設
置

し
て
開
発
を
進
め
る
中
国
の
経
験
は
、

国
外
で
も
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

自
貿
区
の
さ
ら
に
重
大
な
役
割
と
し

て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（T

rans-Pacific 
Partnership A

greem
ent

）
や
Ｔ
Ｔ

Ｉ
Ｐ
（T

ransatlantic T
rade and 

Investm
ent Partnership

）、
ま
た

ポ
ス
ト
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（General 

A
g

reem
en

t on
 T

rad
e in 

Services

）
の
Ｔ
ｉ
Ｓ
Ａ
（T

rade in 
Services A

greem
ent

）
な
ど
、
変

化
の
激
し
い
地
域
統
合
や
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
対
応
が
あ
る
。

自
貿
区
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
参
入
前

の
内
国
民
待
遇
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス

ト
方
式
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
二
国
間
投

資
協
定
（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
）
交
渉
で
も
焦
点
と

な
っ
て
お
り
、
自
貿
区
は
ま
さ
に
そ
の

「
実
験
室
」
で
も
あ
る
。
二
〇
一
四
年

一
月
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
は
、
フ
ロ
マ
ン

米
通
商
代
表
が
、
中
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟

の
前
提
条
件
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の

Ｂ
Ｉ
Ｔ
交
渉
の
進
展
を
掲
げ
て
い
る
。

中
国
は
独
自
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
で

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
つ
つ
も
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
Ｂ
Ｉ
Ｔ
に
繋
が
る
動
き
へ
の
対

応
も
決
し
て
怠
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
。

（
お
お
は
し　

ひ
で
お
／
専
修
大
学
経

済
学
部
教
授
）
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